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妻
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平

賀

義

信

後見

後見

義

高

木

曽

義

仲

後見

大姫の教育係として丹後の
局により鎌倉に覇権

乳母

桂 茜

藤内光澄の

海野幸

頼朝によって殺さ

れた大姫の想い人

藤内光

頼朝の命により義高を打ち
取ったため、政子により斬首

朝廷側

鎌倉側


